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  略語表記の意味 

     [DP]の表記は、その規則の違反に対するペナルティーを、プロテスト委員会が裁量に 

     より軽減する事が出来る事を意味する。 

     [SP]の表記は、レース委員会が審問なしに標準ペナルティーを与えることが出来る規 

     則を意味する。これは RRS63.1 及び A5 を変更している。レース委員会は抗議する事 

も出来、その場合には審問を経てプロテスト委員会の裁量によりペナルティーが決定 

される。 

     [NP]の表記は、その規則の違反は艇による抗議の根拠とはならない事を意味する。 

     これは RRS60.1（a）を変更している。 

 

 

1.規則 

1.1 本レガッタには、『ｾｰﾘﾝｸﾞ競技規則』（以下 RRS と称す）に定義された規則が適用される。

日本ｾｰﾘﾝｸﾞ連盟規程、現行クラス規則、レース公示、及びこの帆走指示書を適用する。 

1.2 付則 P、付則 Tを適用する。 

 

 2.識別[NP][DP] 

    艇は、フリート分けに従いそのフリートを示す色のリボンを、420 級はメイン・セールの

トップバテンケースのリーチエンドに、レーザーラジアル級はマストトップに結びつけな

ければならない。視認できるように取付位置から４５㎝以上伸ばさなければならない。リ

ボンは主催団体より支給される。 

 

3.競技者への通告 

競技者への通告は、ヨットハーバー玄関前に設置された公式掲示板に掲示される。 

 

4.帆走指示書の変更 

帆走指示書（以下 SI という）の変更は、それが発効する当日の予告信号予定時刻の 70

分前までに公式掲示板に掲示される。ただし、レースの日程の変更は、それが発効する

前日の 19 時までに掲示する。 

 

5.陸上で発する信号 

5.1  陸上で発せられる信号は、ヨットハーバー出入口ゲートの信号柱に掲げられる。 

5.2  [NP][DP]音響１声と共に掲揚される D 旗は、｢予告信号は、D 旗の掲揚後 30 分以降に発

する。｣ことを意味する。艇は、この信号が発せられるまで、出艇してはならない。 



6.レースの方式 

6.1 本レガッタは予選シリーズと決勝シリーズが行われる。 

6.2 予選シリーズ 

(a)  艇は、できるだけ同数となるように、イエロー・フリートとレッド・フリートに

分けられる。 

   参加定数が奇数の場合、イエロー・フリートを1艇多くする様に分けられる。 

(b)  予選シリーズの初日のフリート分けはレース委員会により決められ、5月2日の

12：00までに掲示される。 

(c)  予選シリーズの間、毎日のレース終了後、翌日のフリート分けがなされる。両フ

リートが同じ数のレースを完了した場合、艇はその時点での総合得点に基づいてフ

リート分けがなされる。両フリートが同じ数のレースを完了しなかった場合は、フ

リート分けはなされない。 

    フリート分けは以下のように行う。  

順位        フリート分け 

1位          イエロー 

2位          レッド 

3位          レッド 

4位          イエロー 

5位          イエロー 

6位          レッド 

7位          レッド 

8位          イエロー 

9位          イエロー 

以下同様とする。 

(d)  フリート分けは、抗議や救済要求の結論が出ていなくても、その日の19：00の時

点の総合得点に基づいてなされる。 

(e)  予選シリーズの最後の時点で、ある艇が他の艇よりも多くレースを完了していた

ら最も後のレースの得点を除外することで、すべての艇に対して同数のレースが

完了したようにする。 

(f)  予選シリーズは最大８レースを予定している。 

6.3 決勝シリーズ 

(a)  決勝シリーズでは、予選シリーズの総合順位を基に、ゴールド・フリート（予選

シリーズの成績上位半数）とシルバー・フリート（下位半数）に分け、レースが

行われる。 

(b) 参加艇数が奇数の場合ゴールド・フリートを1多くするように分けられる。 

(c)  ゴールド・フリートは黄色リボン、シルバー・フリートは赤色リボンとする。 

(d)  決勝シリーズへのフリート分けが決まった後は、いかなる予選シリーズ順位の再

計算もフリート分けに影響を与えない。ただし、その後に救済の要求が認められ

た場合（結果、上位半数に入った場合）は、その艇はゴールド・フリートへ移行

できる。 



     (e)  予選シリーズのレース数によるが、決勝シリーズは最大3レースを予定している。 

(f)  予選シリーズの各艇の得点は、決勝シリーズに繰り込まれる。 

6.4  大会の成立及び予選の成立 

     (a)  大会は予選シリーズの４レース完了で成立する。 

     (b)  予選シリーズが成立するためには、それぞれのフリートに４レースを完了させる

ことが要求される。もし 4 レースが完了できなかった場合、予選シリーズはそれ

らを完了させるために延長される。 
       (c)  5 月 4 日までに予選 4 レースが完了しない場合、最終日（5/5）も予選レースを実

施し、予選成績で総合順位を決定する。この場合、決勝シリーズは行われない。 

7.レース日程 

7.1 レースの日程は次のとおりとする。 

    5 月 3 日(金)   09：55  予選第 1レース予告信号 

                 引き続きレースを行う 

    5 月 4 日(土)   09：55   その日の最初のレースの予告信号 

                           引き続きレースを行う 

    5 月 5 日(日)     09：25    その日の最初の決勝（予選）レースの予告信号 

                  引き続きレースを行う 

    フィニッシュ･ラインに位置するレース・コミッティー･ボートに L旗が掲揚されている

時は『引き続き次のレースが実施される』を意味する。 

7.2 引き続き行われるレースの予告信号は前レースが終了した後、任意の時刻に発せられる。 

7.3  レースの予定された最終日には、14：00 より後に予告信号を発しない。                  

  

8.クラス旗 

クラス旗はイエロー・フリート及びゴールド・フリートは黄色生地に青字の 420 旗・白

色生地に赤字のレーザー旗とし、レッド・フリート及びシルバー・フリートは青色生地

に白字の 420 旗・緑色生地に赤字のレーザー旗とする。 

 

9.レース･エリア（添付図 1） 

レース・エリアは別紙に示す、佐賀県ヨットハーバー沖海面の 2海面を風速に応じ変更

して使用する。 

エリアの決定については、当日の予告信号の 70 分前までに、陸上信号柱に A 海面の場

合には、白地に黒文字で「A」と書いた旗を、B 海面の場合には白地に黒文字で「B」と

書いた旗を掲げる。なお、海上にて変更の場合も同様の旗を海上信号船に掲げる。 

 

10.コース（添付図 2） 

10.1 各レグ間のおおよその角度、通過すべきマークの順序及び、各マークの通過する側を含

むコースを示す。 

10.2 スタート・ラインからマーク 1 へのおおよそのコンパス方位と、帆走すべきコース・コ

ードを予告信号以前にレース委員会の信号船に掲示する。（O2,O3,I2,I3,LR,L とする）       

11.マーク 



 11.1  マーク 1,2,3S,3P,4S,4P はオレンジの円錐形ブイ。 

 11.2  SI 13(コースの次のレグの変更)により変更用マークが用いられる場合は、緑色の円錐

型のブイとする。 

11.3 スタート･マークは、スターボードの端にいるレース委員会信号船とポートの端のレー

スコミッティーボートである。 

11.4  フィニッシュ･マークは、ポートの端にいるレース委員会信号船とスターボードの端に  

     ある細長い黄色のブイである。 

11.5 コースのレグの変更の信号を発するレース委員会船は、SI 13.2 で規定されるマークで

ある。 

12.スタート 

12.1 レースは、RRS26 を用いて、予告信号をスタート信号の 5分前とし、スタートする。  

12.2 スタート・ラインは、スタート･マーク上でオレンジ色の旗を掲げているポールの間と

する。 

12.3 [DP][NP]他のレースのスタート手順の間、予告信号が発せられていない艇は、スター

トラインから概ね 50ｍ以内のスタート・エリアを回避しなければならない。 

12.4 スタート信号の 4分を越えてスタートした艇は、「DNS」と記録される。 

    この項は RRS A4 と A5 を変更している。 

 12.5 レースが再スタートまたは、再レースとなった場合に掲示される RRS30.4 に違反した 

    艇のセール番号は、次のレースの予告信号前に、レース委員会信号船の後部に掲示さ 

    れる。 

 12.6 [NP]SI 12.4 以外で、スタート時に OCS,UFD 及び BFD と記録された艇のセール番号 

    を、一連のスタート完了後、レース委員会信号船の後部に掲示する。この掲示に関し 

    て、艇からの救済の要求は認められない。これは RRS60.1（ｂ）を変更している。 

 

13．コースの次のレグの変更 

 13.1 次のマークの位置の変更は、RRS33 に基づき行われる。新しいマークがまだ設置されて

いない場合でも先頭艇が新しいレグを始める前に信号を発する。        

    マークは、変更用マーク（SI 11.2 参照）を使って設置し直す。その後のマークを置き

換える場合は、元の標準マークを使用して置き換える。 

 13.2 ゲートを除いて、艇は、次のレグの変更の信号を発しているレース委員会船と近くのマ

ークとの間を、マークをポートに、レース委員会船をスターボードに見て通過しなけ

ればならない。これは RRS 28 を変更している。 

 

14．フィニッシュ 

フィニッシュ・ラインは、フィニッシュ・マーク上でオレンジ色の旗を掲げているポ

ールと黄色の細長い円筒形のブイの間とする。 

 

15．ペナルティー方式 

 15.1 [SP][NP]SI 19.1、19.2 のチェックアウト・チェックイン違反艇はレース委員会により

標準ペナルティーが課せられる。但し DNF より悪い得点が与えられることはない。 



 15.2 [SP][NP]チェックアウト違反は、出艇後最初のレースに、チェックイン違反は、直前

に行われたレースに対し、標準ペナルティーが課される。 

 15.3 [SP] の記された規則に対する標準ペナルティーのリストは、５月２日の 16:00 までに

掲示される。標準ペナルティーを課された艇は、得点略語 STP を用いて記録される。

これは、RRS A11 を変更している。 

 15.4 RRS T1 に基づく「レース後のペナルティー」を履行した艇は、得点略語 ARB を用いて  

    記録される。これは RRS A11 を変更している。 

 

16．タイム・リミットとターゲット・タイム及びフィニッシュ・ウィンドウ 

 16.1 タイム・リミットとターゲット・タイムは、以下のとおりとする。 

クラス タ イ ム ・

リミット 

マーク 1 のタイ

ム・リミット 

フィニッシュ・

ウィンドウ 

ターゲット・タ

イム 

420 75 分 20 分 15 分 45 分 

レーザーラジアル 75 分 20 分 15 分 45 分 

     

マーク 1 のタイム・リミット内に 1 艇もマーク 1 を通過しそうにない場合、レース委

員会はレースを中止する事が出来る。これは RRS32.1 を変更している。 

 16.2 ターゲット・タイムどおりにならなくても、救済要求の根拠とはならない。これは RR 

    S62.1(a)を変更している。 

16.3 RRS30.3 及び 30.4 に違反しないで先頭艇が RRS28.1 に従いコースを帆走してフィニッ

シュした後、フィニッシュ・ウィンドウ内にフィニッシュしない艇は、審問なしに『フ

ィニッシュしなかった(DNF)』と記録される。これは RRS35、A4 および A5 を変更して

いる。 

 

17．抗議と救済の要求 

 17.1 抗議及び救済または審問再開の要求は、プロテスト委員会事務局で入手できる用紙に

記入のうえ、適切な締切時間内に同事務局に提出しなければならない。 

 17.2 抗議締切時刻は、その日の最終レースに最終艇がフィニッシュした後、またはレース

委員会が、「本日はこれ以上レースを行わない」という信号を発した後、どちらか遅い

方から 60 分とする。ただし、プロテスト委員会の裁量により、この時刻を延長する事

がある。 

 17.3 レース委員会、テクニカル委員会またはプロテスト委員会による抗議の通告を、

RRS61.1(b)に基づき艇に伝えるために掲示する。 

 17.4  SI 1.2 の付則 P に基づき RRS42 違反に対するペナルティーを課された艇のリストは掲

示される。 

17.5 SI 19,23,24 の違反は、艇による抗議の根拠とはならない。これは、RRS60.1(a)を変更

している。 

17.6 レースを行う最終日には、プロテスト委員会の判決に基づく救済要求は判決の掲示か       

ら 20 分以内に提出されなければならない。これは、RRS62.2 を変更している。 

18．得点 



 18.1 得点方式は、付則 A の低得点方式を適用する。 

  18.2 決勝シリーズのそれぞれのフリートは、分けて得点をつける。決勝シリーズのそれぞ

れのフリートのレース数は同じでなくて良い。ゴールド・フリートの艇の成績は常に

シルバー・フリートを上回る。 

18.3  シリーズの得点 

       (a) 予選シリーズ：予選シリーズが４レース未満の完了であった場合は、艇のシリーズ

得点はその艇のすべてのレース得点の合計とする。4レース以上完了した場合、最も

悪いレースの得点がシリーズから除外される。 

(b)決勝シリーズ：予選、決勝を通じ、シリーズが4レース以上8レースまで完了した場

合、シリーズの得点は、最も悪い得点を除外したレースの得点の合計とする。９レ

ース以上完了した場合、艇のシリーズの得点は、最も悪い得点から順に2つの得点を

除外したレースの得点の合計とする。決勝レースが１レースしか完了できなかった

場合は、決勝シリーズの得点は除外できない。予選シリーズで除外された得点は、

決勝シリーズの得点により変動することがあるが、これは予選シリーズの最終得点

を変えるものではない。 

 

19．安全規定[NP] 

19.1 [SP]出艇申告（チェックアウト）は艇長の署名をもって行う。出艇しようとする艇長

は、所定の署名用紙に署名し、出艇しなければならない。署名用紙は、スタート予告

信号予定時刻の 60 分前から 30 分前までの間、ハーバーエントランスに用意される。 

19.2 [SP]帰着申告（チェックイン）は艇長の署名をもって行う。レース終了後、速やかに

署名用紙に署名しなけれ ばならない。帰着申告の締切時間は、レース終了後 60 分以

内とする。(引き続きレースが行われる場合は、そのレース終了後 60 分以内とする。

ただし、レース委員会の裁量により、この時間は延長されることがある。 

19.3 [SP]レースに参加（出艇）しない艇は、レース申告受付所に「リタイア報告書」を提

出しなければならない。 

19.4 [SP]海上でリタイアしようとする艇は、実行可能であればレース・エリアを離れる前

に運営船にその旨を伝え、速やかにレース・エリアを離れること。リタイアした艇の

艇長は、帰着後出来るだけ早くチェックインを行ったうえ、「リタイア報告書」をレ

ース申告受付所に提出しなければならない。 

19.5 レース委員会またはプロテスト委員会は、危険な状態にあると判断した艇に対し、リ

タイアの勧告および強制救助を行うことができる。これは艇による救済要求の根拠に

はならない。これは RRS62.1(a)を変更している。  

19.6 艇はマスト・トップに揚力を発生させない浮力体を取り付けてもよく、コンディショ

ンにより脱着してもよい。これはクラスルールを変更している。 

尚、レーザーラジアル級は、形状を球形に限り、1 か所のロープで取り付けなければ

ならない。 

20. 乗員の交代と装備の交換 [DP] 

 20.1 損傷または紛失した装備の交換は、テクニカル委員会の承認なしでは許可されない。  

交換の要請は、最初の妥当な機会にテクニカル委員会で入手できる用紙に記入の上、



提出しなければならない。 

 20.2  競技者の交代は、許可されない。 

20.3  レーザーラジアル級において、選手は大会において 1 つのハル、セール、マスト、ブ

ーム、センターボード、ラダーを使用しなくてはならない。 

 

21. 装備と計測のチェック [DP] 

       水上で艇は、フィニッシュ後、テクニカル委員会のメンバーにより、検査のために直

ちに指定されたエリアに向かうことを指示されることがある。陸上では、装備は、ク

ラス規則と NoR に従っていることを確認するため、いつでも検査されることがある。 

 

22．運営艇 

    運営艇の標識は、次の通りとする。 

 プロテスト･コミッティー･ボート  ピンク色生地にＪＵ

ＲＹの文字 

テクニカル･コミッティー･ボート ピンク生地に TC の文字 

 レース･コミッティー・ボート  白色生地にＲＣの文

字若しくは白色の旗 

 

23．支援艇[DP] 

 23.1 チーム･リーダー、コーチその他の支援者は、準備信号の時刻からすべての艇がフィニ

ッシュするか、またはレース委員会が延期、ゼネラル･リコールもしくは中止の信号を

発するまで、艇がレースをしているエリアの外側にいなければならない。 

 23.2 支援艇はレース委員会が用意する、標識を認識し易い場所につけなければならない。 

 23.3 レース・コミッティー・ボートに「数字旗 8」が掲揚された場合、全ての支援艇は救助

活動に従事しなければならない。この場合 SI 23.1 は適用させない。また、VHF 無線機

の指定 CH にてレース委員会信号船と交信する事が出来る。（CH については、公式掲示

板に表示する。） 

 

24．無線通信[DP] 

    緊急の場合を除き、レース中の艇は、音声やデータを送信してはならず、かつ、すべ

ての艇が利用できない音声やデータ通信を受信してはならない。 

 

25．貸与された艇の破損及び改装 

 25.1 貸与された艇、その他の艤装品の破損及び改装を理由とする救済の要求は認められな

い。 

25.2 貸与艇に穴を開けたり改装をしてはならない。 

25.3 貸与艇を破損、または備品を紛失したときは、実費を支払うこと。 

 

 

26．責任の否認 



    このレガッタの競技者は、自分自身の責任で参加する。RRS 4｢レースをすることの決

定｣参照。主催団体は、レガッタの前後、期間中に生じた物的損害またはレガッタ中ま

たは人的障害もしくは死亡によるいかなる責任も負わない。 

  

27. 保険 

    各参加艇は、インシデント毎に有効な第三者賠償責任保険に加入していなければなら

ない。 

 

添付図 1（レースエリア） 
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